
新
し
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子
ど
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た
ち
の
夢
を
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せ
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４
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「西暦」は、
授業でも習うけど、
「和暦」ってあんまり
知らなかったねぇー

新時代 クックちゃんの和暦年表「令和」元年

　

和わ

暦れ
き

は
、
邦ほ
う

暦れ
き

や
日
本
暦

と
も
い
う
ん
だ
っ
て
。

　

日
本
独
自
の
元げ
ん

号ご
う

を
用
い

て
い
る
の
で
日
本
固
有
の
紀き

年ね
ん

法ほ
う

な
ん
だ
よ
。

　

飛
鳥
時
代
の
孝こ
う

徳と
く

天
皇
に

よ
っ
て
西
暦
６
４
５
年
に

制
定
さ
れ
た
「
大
化
」
が
そ

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
。
古
代
に
は
元
号
が
制
定

さ
れ
て
い
な
い
期
間
が
あ
っ

た
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
２

つ
の
元
号
が
あ
っ
た
り
し
た

ん
だ
。

　

昔
は
、
不
吉
な
こ
と
が

あ
っ
た
り
、
病
が
流
行
す
る

な
ど
の
理
由
で
改か
い

元げ
ん

さ
れ
た

り
も
し
た
ん
だ
っ
て
。

　

新
天
皇
が
即
位
し
て
も
、

改
元
し
な
か
っ
た
り
、
日
を

置
い
て
改
元
し
た
場
合
も

あ
っ
た
み
た
い
だ
よ
。

　

明
治
に
な
っ
て
、
旧
き
ゅ
う

皇こ
う

室し
つ

典て
ん

範ぱ
ん

や
元げ
ん

号ご
う

法ほ
う

等
に
よ
っ

て
、
天
皇
の
皇こ
う

位い

を
継け
い
し
ょ
う承す

る
際
に
の
み
改
元
す
る
こ
と

と
な
っ
た
ん
だ
っ
て
。

西暦 元号［年号］ 年数
645 ～ 650 大化（たいか） 6
650～ 654 白雉（はくち） 5
654～ 686 － 32

686 朱鳥（しゅちょう・すちょ
う・あかみとり） 2か月

686～ 701 － 15
701 ～ 704 大宝（たいほう・だいほう） 4
704～ 708 慶雲（きょううん・けいうん） 5
708～ 715 和銅（わどう） 8
715～ 717 霊亀（れいき） 3
717～ 724 養老（ようろう） 8
724～ 729 神亀（じんき） 6
729～ 749 天平（てんぴょう・てんびょう） 21

749 天平感宝（てんぴょうかん
ぽう・てんびょうかんぽう） 3か月

749～ 757 天平勝宝（てんぴょうしょう
ほう・てんびょうしょうほう） 9

757～ 765 天平宝字（てんぴょうほ
うじ・てんびょうほうじ） 9

765～ 767 天平神護（てんぴょうじ
んご・てんびょうじんご） 3

767～ 770 神護景雲（じんごけいうん） 4
770～ 781 宝亀（ほうき） 12
781～ 782 天応（てんおう・てんのう） 2
782～ 806 延暦（えんりゃく） 25
806～ 810 大同（だいどう） 5
810～ 824 弘仁（こうにん） 15
824～ 834 天長（てんちょう） 11
834～ 848 承和（じょうわ・しょうわ） 15
848～ 851 嘉祥（かしょう・かじょう） 4
851～ 854 仁寿（にんじゅ） 4
854～ 857 斉衡（さいこう） 4
857～ 859 天安（てんあん・てんなん） 3
859～ 877 貞観（じょうがん・じょうかん） 19

877 ～ 885 元慶（がんぎょう・かん
きょう・げんけい） 9

885～ 889 仁和（にんな・にんわ） 5

889～ 898 寛平（かんぴょう・かん
ぺい・かんへい） 10

898～ 901 昌泰（しょうたい） 4
901～ 923 延喜（えんぎ） 23
923～ 931 延長（えんちょう） 9
931～ 938 承平（じょうへい・しょうへい） 8
938～ 947 天慶（てんぎょう・てんきょう） 10
947 ～ 957 天暦（てんりゃく） 11
957～ 961 天徳（てんとく） 5
961～ 964 応和（おうわ） 4
964～ 968 康保（こうほう） 5
968～ 970 安和（あんな・あんわ） 3
970～ 974 天禄（てんろく） 4
974～ 976 天延（てんえん） 4
976～ 978 貞元（じょうげん） 3
978～ 983 天元（てんげん） 6
983～ 985 永観（えいかん） 3
985～ 987 寛和（かんな・かんわ） 3
987～ 989 永延（えいえん） 3
989～ 990 永祚（えいそ） 2
990～ 995 正暦（しょうりゃく） 6
995～ 999 長徳（ちょうとく） 5
999～ 1004 長保（ちょうほう・ちょうほ） 6
1004 ～ 1013 寛弘（かんこう） 9
1013～ 1017 長和（ちょうわ） 6
1017～ 1021 寛仁（かんにん） 5
1021～ 1024 治安（じあん） 4
1024～ 1028 万寿（まんじゅ） 5
1028～ 1037 長元（ちょうげん） 10
1037 ～ 1040 長暦（ちょうりゃく） 4
1040～ 1044 長久（ちょうきゅう） 5
1044～ 1046 寛徳（かんとく） 3
1046～ 1053 永承（えいしょう・えいじょう） 8

1053 ～ 1058 天喜（てんぎ・てんき） 6
1058～ 1065 康平（こうへい） 8
1065～ 1069 治暦（じりゃく） 5
1069～ 1074 延久（えんきゅう） 6

1074～ 1077 承保（じょうほう・しょうほう・じょうほ・しょうほ） 4

1077～ 1081 承暦（じょうりゃく・しょうりゃく） 5

1081～ 1084 永保（えいほう・えいほ） 4
1084～ 1087 応徳（おうとく） 4
1087～ 1095 寛治（かんじ） 8
1095～ 1097 嘉保（かほう） 3
1097～ 1097 永長（えいちょう） 2
1097～ 1099 承徳（じょうとく・しょうとく） 3
1099 ～ 1104 康和（こうわ） 6
1104～ 1106 長治（ちょうじ） 3
1106～ 1108 嘉承（かしょう・かじょう） 3
1108～ 1110 天仁（てんにん） 3
1110～ 1113 天永（てんえい） 4
1113～ 1118 永久（えいきゅう） 6
1118～ 1120 元永（げんえい） 3
1120～ 1124 保安（ほうあん） 5
1124～ 1126 天治（てんじ） 3
1126～ 1131 大治（だいじ） 6
1131～ 1132 天承（てんしょう・てんじょう） 2

1132 ～ 1135 長承（ちょうしょう・ちょうじょう） 4

1135～ 1141 保延（ほうえん） 7
1141～ 1142 永治（えいじ） 2
1142～ 1144 康治（こうじ） 3
1144～ 1145 天養（てんよう） 2
1145～ 1151 久安（きゅうあん） 7
1151～ 1154 仁平（にんぺい・にんぴょう） 4
1154 ～ 1156 久寿（きゅうじゅ） 3
1156～ 1159 保元（ほうげん） 4
1159～ 1160 平治（へいじ） 2
1160～ 1161 永暦（えいりゃく） 2
1161～ 1163 応保（おうほう・おうほ） 3
1163～ 1165 長寛（ちょうかん） 3
1165～ 1166 永万（えいまん） 2
1166～ 1169 仁安（にんあん・にんなん） 4
1169～ 1171 嘉応（かおう） 3
1171～ 1175 承安（じょうあん・しょうあん） 5
1175 ～ 1177 安元（あんげん） 3
1177～ 1181 治承（じしょう） 5
1181～ 1182 養和（ようわ） 2
1182～ 1184 寿永（じゅえい） 3
1184～ 1185 元暦（げんりゃく） 2
1185～ 1190 文治（ぶんじ） 6
1190～ 1199 建久（けんきゅう） 10
1199 ～ 1201 正治（しょうじ） 3
1201～ 1204 建仁（けんにん） 4
1204～ 1206 元久（げんきゅう） 3
1206～ 1207 建永（けんえい） 2
1207～ 1211 承元（じょうげん） 5
1211～ 1214 建暦（けんりゃく） 3

1214～ 1219 建保（けんぽう・けんぽ・けんほう） 7

1219～ 1222 承久（じょうきゅう・しょうきゅう） 4

1222～ 1224 貞応（じょうおう） 3
1224～ 1225 元仁（げんにん） 2
1225～ 1228 嘉禄（かろく） 3
1228～ 1229 安貞（あんてい） 3
1229～ 1232 寛喜（かんぎ・かんき） 4
1232～ 1233 貞永（じょうえい・ていえい） 2
1233 ～ 1234 天福（てんぷく・てんふく） 2
1234～ 1235 文暦（ぶんりゃく） 2
1235～ 1238 嘉禎（かてい） 4
1238～ 1239 暦仁（りゃくにん） 2
1239～ 1240 延応（えんおう・えんのう） 2

1240～ 1243 仁治（にんじ） 4
1243～ 1247 寛元（かんげん） 5
1247～ 1249 宝治（ほうじ） 3
1249～ 1256 建長（けんちょう） 8
1256～ 1257 康元（こうげん） 2
1257～ 1259 正嘉（しょうか） 3
1259～ 1260 正元（しょうげん） 2
1260～ 1261 文応（ぶんおう） 2
1261～ 1264 弘長（こうちょう） 4
1264～ 1275 文永（ぶんえい） 12
1275 ～ 1278 建治（けんじ） 4
1278～ 1288 弘安（こうあん） 11
1288 ～ 1293 正応（しょうおう） 6
1293～ 1299 永仁（えいにん） 7
1299～ 1302 正安（しょうあん） 4
1302～ 1303 乾元（けんげん） 2
1303～ 1307 嘉元（かげん） 4
1307～ 1308 徳治（とくじ） 3

1308～ 1311 延慶（えんぎょう・えんきょう・えんけい） 4

1311～ 1312 応長（おうちょう） 2
1312～ 1317 正和（しょうわ） 6

1317～ 1319 文保（ぶんぽう・ぶんぽ・ぶんほう） 3

1319～ 1321 元応（げんおう） 3
1321～ 1324 元亨（げんこう） 4
1324～ 1326 正中（しょうちゅう） 3
1326～ 1329 嘉暦（かりゃく） 4
1329～ 1331
（大覚寺統） 元徳（げんとく） 3

1329～ 1332
（持明院統） 元徳（げんとく） 4

1331～ 1334
（大覚寺統） 元弘（げんこう） 4

1332～ 1333
（持明院統）

正慶（しょうけい・しょ
うきょう） 2

1334～ 1336 建武（けんむ）　　 【南朝】 3
1334～ 1338 建武（けんむ）　　 【北朝】 5
1336～ 1340 延元（えんげん）　 【南朝】 5

1338～ 1342 暦応（りゃくおう・れきおう）【北朝】 5

1340～ 1347 興国（こうこく）　 【南朝】 7
1342～ 1345 康永（こうえい）　 【北朝】 4

1345～ 1350 貞和（じょうわ・ていわ）【北朝】 6

1347～ 1370 正平（しょうへい）【南朝】 25

1350 ～ 1352 観応（かんおう・かんのう）【北朝】 3

1352～ 1356 文和（ぶんな・ぶんわ）【北朝】 5

1356～ 1361 延文（えんぶん）　 【北朝】 6
1361～ 1362 康安（こうあん） 　【北朝】 2

1362～ 1368 貞治（じょうじ・ていじ）【北朝】 7

1368～ 1375 応安（おうあん）　 【北朝】 8
1370～ 1372 建徳（けんとく）　 【南朝】 3
1372～ 1375 文中（ぶんちゅう）【南朝】 4
1375～ 1381 天授（てんじゅ）　 【南朝】 7
1375～ 1379 永和（えいわ） 　　【北朝】 5
1379～ 1381 康暦（こうりゃく）【北朝】 3
1381～ 1384 弘和（こうわ）　　 【南朝】 4
1381～ 1384 永徳（えいとく）　 【北朝】 4
1384～ 1392 元中（げんちゅう）【南朝】 9
1384～ 1387 至徳（しとく） 　　【北朝】 4

1387～ 1389 嘉慶（かきょう・かけい）【北朝】 3

1389～ 1390 康応（こうおう）　 【北朝】 2
1390～ 1394 明徳（めいとく）　 【北朝】 5
1392～ 1394 南北朝合一「明徳」を使用 3
1394～ 1428 応永（おうえい） 35
1428 ～ 1429 正長（しょうちょう） 2
1429～ 1441 永享（えいきょう） 13
1441 ～ 1444 嘉吉（かきつ・かきち） 4

1444～ 1449 文安（ぶんあん） 6
1449～ 1452 宝徳（ほうとく） 4
1452～ 1455 享徳（きょうとく） 4
1455～ 1457 康正（こうしょう） 3
1457～ 1461 長禄（ちょうろく） 4
1461～ 1466 寛正（かんしょう） 7
1466～ 1467 文正（ぶんしょう） 2
1467～ 1469 応仁（おうにん） 3
1469～ 1487 文明（ぶんめい） 19
1487 ～ 1489 長享（ちょうきょう） 3
1489～ 1492 延徳（えんとく） 4
1492～ 1501 明応（めいおう） 10
1501 ～ 1504 文亀（ぶんき） 4
1504～ 1521 永正（えいしょう） 18
1521 ～ 1528 大永（たいえい・だいえい） 8
1528～ 1532 享禄（きょうろく） 5
1532～ 1555 天文（てんぶん・てんもん） 24
1555 ～ 1558 弘治（こうじ） 4
1558～ 1570 永禄（えいろく） 13
1570 ～ 1573 元亀（げんき） 4
1573～ 1593 天正（てんしょう） 20
1593 ～ 1596 文禄（ぶんろく） 5

1596～ 1615 慶長（けいちょう・きょうちょう） 20

1615 ～ 1624 元和（げんな） 10
1624 ～ 1645 寛永（かんえい） 21
1645 ～ 1648 正保（しょうほう・しょうほ） 5
1648～ 1652 慶安（けいあん・きょうあん） 5
1652～ 1655 承応（じょうおう） 4
1655～ 1658 明暦（めいれき・めいりゃく） 4
1658～ 1661 万治（まんじ） 4
1661～ 1673 寛文（かんぶん） 13
1673 ～ 1681 延宝（えんぽう・えんほう） 9
1681～ 1684 天和（てんな・てんわ） 4
1684～ 1688 貞享（じょうきょう） 5
1688～ 1704 元禄（げんろく） 17
1704 ～ 1711 宝永（ほうえい） 8
1711～ 1716 正徳（しょうとく） 6
1716～ 1736 享保（きょうほう・きょうほ） 21
1736 ～ 1741 元文（げんぶん） 6

1741～ 1744 寛保（かんぽう・かんぽ・かんほう） 4

1744～ 1748 延享（えんきょう） 5
1748～ 1751 寛延（かんえん） 4
1751～ 1764 宝暦（ほうれき・ほうりゃく） 14
1764 ～ 1772 明和（めいわ） 9
1772～ 1781 安永（あんえい） 10
1781 ～ 1789 天明（てんめい） 9
1789～ 1801 寛政（かんせい） 13
1801 ～ 1804 享和（きょうわ） 4
1804～ 1818 文化（ぶんか） 15
1818 ～ 1831 文政（ぶんせい） 13
1831 ～ 1845 天保（てんぽう・てんほう） 15
1845 ～ 1848 弘化（こうか） 5
1848～ 1855 嘉永（かえい） 7
1855～ 1860 安政（あんせい） 7
1860～ 1861 万延（まんえん） 2
1861～ 1864 文久（ぶんきゅう） 4
1864～ 1865 元治（げんじ） 2
1865～ 1868 慶応（けいおう） 4
1868～ 1912 明治（めいじ） 45
1912 ～ 1926 大正（たいしょう） 15
1926 ～ 1989 昭和（しょうわ） 64
1989 ～ 2019 平成（へいせい） 31
2019 ～ 令和（れいわ）
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　任期満了に伴う玉川村長選挙において、無投票で４期目の当選を果たした石森春男村長（68歳）は、５月７
日に玉川村役場へ初登庁しました。
　役場正面玄関前では、多くの支持者や村職員が拍手で出迎えました。
　その後、村長就任式が行われ、須藤利夫村議会議長、川俣基副村長が、それぞれ歓迎のことばを述べました。
　続いて石森村長から、出席した職員を前に「村職員としての使命感を持ち、新たな時代「令和」の幕開けに、
新しい感覚を持ちながら、職員と一丸となって今後の４年間を務めていきたい。」とあいさつしました。
　石森村長の任期は、４月30日から令和５年４月29日までの４年間です。

新
し
い
時
代
に
、決
意
新
た
に

　

こ
の
度
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
力
強

い
ご
支
援
を
賜
り
、
４
期
目
の
村
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

激
励
を
糧
に
玉
川
村
発
展
の
た
め
に
、
全
力
を
あ
げ
て
村

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
で
あ
る
令
和
元
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
感

覚
で
進
取
果
敢
に
行
政
推
進
を
図
り
、
魅
力
あ
る
元
気
な

村
づ
く
り
に
努
め
、行
っ
て
み
た
い
村
、住
ん
で
み
た
い
村
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
村
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
、
中
学
校
統
合
、
上
下
水
道

整
備
等
、
喫
緊
の
課
題
解
決
は
勿
論
の
こ
と
、
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
や
村
民
の
皆
様
の
健
康
向
上
、
定
住

人
口
増
、
雇
用
創
出
、
教
育
環
境
の
向
上
、
子
育
て
環
境

の
充
実
等
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
支
え
る「
力
」を

皆
様
と
一
緒
に
作
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令和元年を迎え、新たな時代へ、新たな使命感と共に！
石森村政

４期目スタート
スタ

魅力ある元気な村づくりを目指して

初登庁の際に、女性職員から花束を受け取る石森村長

当選証書を受け取る石森村長
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7

10

11

令
和
元
年
度
の
行
政
区
長

と
各
種
団
体
等
の
代
表
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
区
長
会
が
４
月
８

日
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
石
森
村
長
か
ら

11
名
の
各
行
政
区
長
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
会
長
に
草
野
新
一
さ

ん（
北
須

）、
副
会
長
に
鈴

木
一
夫
さ
ん（
川
辺
）、
社
会

○青井沢上組長
○青井沢下組長
○河　平　組長

小原　幸雄

馬上　　徹

眞野目　誠

6戸

7戸

8戸

決まりました

吉　区

山小屋区

四辻新田区

7

区長:大野美佐男

八木喜孝

大野式𠮷

消防分団長　
　塩澤信也

副区長

老人クラブ会長

南須 区 234戸

127戸

65戸

36戸

45戸

北須 区
副区長

老人クラブ会長

青年団長

副区長

青年団長

副区長

老人クラブ会長

青年団長

副区長

青年会長

区長:草野新一

鈴木　孝

水澤俊造

矢吹達也消防分団長　
　関根勝夫

区長:有賀正記

須 勝則

矢吹凌太消防分団長　
　有賀　諭

区長:石森四郎一

石森正文

石森金治

老人クラブ会長
須田幸平

石森金幸消防分団長　
　石森洋平

区長:須田潤一

須田博行

石井友一消防分団長　
　榊枝哲也

8

9

10

11

各地区の戸数は 4月 1日現在

6

5

4

3

9

8

1

2

教
育
委
員
に
大
野
美
佐
男
さ

ん（
南
須

）が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
に
は
、
矢
部
義
一
さ

ん（
川
辺
）が
選
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
お
世
話
に

な
り
ま
す
。

6

3

4

5

296戸

110戸

267戸

168戸

201戸 185戸

蒜生区

小高区

中　区

川辺区

岩法寺区 竜崎区

行政区役員が
令和元年度
地域の皆さんと行政を結ぶ

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

副区長

老人クラブ会長

青年団長

鈴木吉孝
副区長

区長:鈴木一夫

仁井田倉一

矢部義一

消防分団長　
　鈴木裕也

区長:栁沼邦仁

藁谷八郎

曲山　夫

消防分団長　
　真弓勝弘

区長:車田利重

車田文昭

添田四郎

消防分団長　
　溝井秀之

区長:⻆田守之

区長:村越正廣 区長:石井清勝

小針保之

野口信次

消防分団長　
　小林正夫

消防分団長　
　佐久間浩幸

消防分団長　
　小林輝彦

大竹　守

草野亀雄
老人クラブ会長
小林　隆

𠮷田　透

1

2

5 4

広報たまかわ　令和元年5月 広報たまかわ　令和元年5月
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満開の春を楽しむ参加者

鈴木教育長（左）へ目録を手渡す岡部代表理事専務（中央）

研究会の様子

認定書を手にする新規認定農業者の皆さん

　

玉
川
村
を
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域

に
す
る
た
め
「
女
性
か
ら
見
た
ま
ち
づ

く
り
研
究
会
」
が
、
４
月
26
日
に
役
場

北
庁
舎
会
議
室
に
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
川
村
在
住
の
女
性
の
方
９
名
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
会
長
に
は
塩
澤
峰
子
さ
ん
（
南
須

）、
副
会
長
に
草
野
陽
子
さ
ん
（
北
須

）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、

村
内
の
様
々
な
課
題
へ
の
解
決
策
提
案

等
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら

身
近
な
課
題
解
決
の
た
め
の
提
案
を

　健康促進とコミュニケーションの場作りを目的とした
「高齢者地区サロン」の野外研修が4月10日に行われ、各
地区のサロンから30名が参加し、花見山公園（福島市）を
散策しました。
　参加者たちは、モモ、ウメ、レンギョウ、そして数種
類のサクラなどが咲き誇る園内の美しい景色を楽しみな
がら、終始笑顔で散策し爽やかな汗を流していました。 

春を彩る花見山を歩く
高齢者地区サロン野外研修

　４月 19 日、役場において、玉川村農業経営改善計画の
認定書交付式が行われました。
　式には、 認定農業者協議会の渡辺利秋会長も同席し、
石森村長より今回新たに認定農業者となった３名に認定
書が交付されました。
　認定者は次のとおりです。（敬称略）
○矢部玄幸（川辺）　〇仁井田健（竜崎）　〇有賀　昇（吉）

　

４
月
15
日
、
夢
み
な
み
農
業
協
同
組

合
（
橋
本
正
和
代
表
理
事
組
合
長
）
か

ら
、
小
学
生
向
け
補
助
教
材
と
し
て
、

教
材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」
60
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式

で
は
、
夢
み
な
み
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
専
務
の
岡
部
喜
市
郎
さ
ん
か
ら

「
子
ど
も
た
ち
の
食
育
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
鈴
木
教
育
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

頂
い
た
教
材
は
村
内
の
小
学
校
へ
届

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業

「
食
」と「
農
」を
考
え
る

新たな認定農業者が誕生
農業経営改善計画認定書交付式

TAMAKAWATAMAKAWA

6



TAMAKAWATAMAKAWA

　

４
月
28
日
、
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に

お
い
て
中
区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
79

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
長
寿
の
方
へ
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
、
招
待
者
を
代
表
し
て
小
林

功
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、

招
待
者
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

震
災
以
前
は
、
多
く
の
行
政
区
に
お

い
て
独
自
の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
中
区
の
み
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

長
寿
を
祝
い
楽
し
い
ひ
と
と
き

中
区
敬
老
会

　５月４日、乙字ケ滝鯉のぼりイベントが開催され、会場の
乙字ヶ滝公園には、地域の方々をはじめ、多くの人で賑わい
ました。
　会場では、カキ氷や綿あめなどが振舞われ、子どもたちが
おいしそうに食べていました。
　今年度で５回目の開催となるこのイベントは「乙字ヶ滝」
の知名度を向上と、交流人口の増加を図るためのもので、
竜崎地区、岩法寺地区の有志の方々から提供された鯉のぼ
りや子どもたちがデザインした鯉のぼりが大空を泳ぎました。

乙字ヶ滝公園に鯉のぼり
地域交流活性化事業

子どもたちのオリジナル鯉のぼり

和やかな敬老会のようす

　

３
歳
児
健
診
が
４
月
９
日
、村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歯
科
検
診
の
結
果
、虫
歯
が
１
本
も
な
か
っ
た
５
名
の
お
と
も
だ
ち
を
紹
介

し
ま
す
。

（
順
不
同
。【　

】は
保
護
者
と
地
区
名
）

ぼ
く
も
！

わ
た
し
も
！

虫
歯
が
な
い
よ
!

石森　廉
れん

くん
【大地：山小屋】

緑川凛
り ん た ろ う

汰郎くん
【剛史：竜崎】

西山あいりちゃん
【賢志：南須 】

小林結
ゆ い

衣ちゃん
【稔正：竜崎】

橋本奈
な な み

寧美ちゃん
【文和：中】
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タバコを吸わない
　　　世代を育てよう！

■ニコチン：依存性があります。血液の流
れも悪くするため脳の活性化を妨げます。
■一酸化炭素：体が酸欠状態になるため、
動脈硬化や心臓病の引き金になります。
■タール：発がん物質を含んでいます。

　立春から数えて 88日目（５月初めごろ）を八十八夜といい、新茶の摘み頃です。冬の寒さの中、
養分を蓄えたお茶の新芽は栄養分もうま味も多く「新茶を飲むと長生きできる」と言われている
そうです。普段から飲まれている “緑茶” ですが、さまざまな健康効果があります。

　抗酸化作用や抗ウイルス作用、抗菌性、消臭性などの効果があり、飲むだけでなく、うがいを
すれば風邪やインフルエンザの予防にも効果があります。
　抗酸化作用には、動脈硬化などの心筋 塞や脳 塞の予防効果があります。

　活性酸素の除去に役立ち、美肌効果もあります。
　この他にもさまざまな成分が含まれており、健康長寿の効果があります。

　最近はペットボトルの緑茶などが販売され、お出かけの時に利用したりと便利になっています
が、ご自宅で、茶葉からの “緑茶” を食事のときや休憩のときなどに、家族みんなで味わっていき
ましょう。

▶問い合わせ先：村保健センター　☎37－1024

▶問い合わせ先：村保健センター　☎37－1024

◆ ビタミンＣ

◆ カテキン

夏も近づく八十八夜♪
新茶の季節

５月 31日～６月６
日

禁煙週間
５月31日

世界禁煙デー

タバコを吸っている姿を
　見せない！
タバコの煙にさらさない！
タバコの害を教えよう！

タバコの煙にはこんな有害物質が！

8

広報たまかわ　令和元年5月
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▶問い合わせ先
　クックちゃん文庫（公民館内）
　　　　　　　　　  ☎57－4632

クックちゃん文庫に
キッズスペースが

できました

親子でたのしく本が読める
スペースができました。

絵本やかみしばい、しかけ絵本など、
たのしい本がいっぱい！

子育て雑誌なども
すべて貸し出し出来ます。

開館時間は 10時から 18時まで
休館は毎週月曜日（月曜日が祝日
の場合火曜日）
貸出利用カードは 0 歳より、作る
ことができます。
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お
知
ら
せ

Information

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

　

令
和
２
年
度
の
玉
川
村
職
員（
大

学
卒
程
度
）の
採
用
候
補
者
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
職
種　

行
政

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
。（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
方
法

□
第
１
次
試
験

　
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
適
性
試
験

□
第
２
次
試
験

　

面
接
・
小
論
文
・
集
団
討
論

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

知
し
ま
す
）

●
試
験
期
日

　

７
月
28
日（
日
）

●
試
験
場
所

　

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷
川
１
）

◆
申
込
用
紙
の
請
求

　

村
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

◆
申
込
の
受
付
期
間

　

５
月
23
日（
木
）か
ら
６
月
21
日

（
金
）ま
で
に
村
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
る
申
込

書
提
出
の
場
合
は
、６
月
19
日（
水
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

※
玉
川
村
職
員（
高
校
卒
程
度
）に

つ
い
て
も
募
集
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

村
総
務
課　

総
務
係

　

☎
５
７
ー

４
６
２
１

　

こ
の
た
び
玉
川
村
自
衛
官
募
集

相
談
員
と
し
て
、
阪
本
良
雄
さ
ん

（
竜
崎
）に
村
長
並
び
に
自
衛
隊
福

島
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
に
よ

る
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
、
自
衛
官
募
集
に

関
す
る
環
境
作
り
、
情
報
提
供
や

入
隊
予
定
者
に
対
す
る
激
励
、
問

題
解
決
の
援
助
・
支
援
活
動
を
行

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
ー

２
４
ー
０
３
７
２

　

放
送
大
学
は
、
令
和
元
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と

き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学･

福
祉･

経
済･

歴
史･
文

学･

情
報･

自
然
科
学
な
ど
、
約
３

０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士（
教
養
）の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼

べ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間

　

第
１
回
募
集　

８
月
31
日
ま
で

　

第
２
回
募
集　

９
月
20
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
ー
９
２
１
ー
７
４
７
１

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
は「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」で
す
。

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、

消
防
、
救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
大
切
な
通
信
を
妨

害
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。

　

電
波
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

　

☎
０
２
２
ー

２
２
１
ー
０
６
４
１

　

〒
９
８
０
ー
８
７
９
５

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
ー

２
ー
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w
w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/to
hoku/

　

令
和
元
年
度
の
総
会
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
開
日
時

　

６
月
30
日（
日
）正
午

●
場
所

　

ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

村
総
務
課

　

☎
５
７
ー

４
６
２
１

村
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

東
京
玉
川
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

村
自
衛
官
募
集
相
談
員
に

阪
本
さ
ん
を
委
嘱

阪本良雄さん
（竜崎）
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年
金

年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！
　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて「事前予約」を
行っています。お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。
　予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。
　お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）をご用意ください。
　ご予約の方法は、全国共通の予約専用受付電話「0570－05－4890」またはお近くの年金事務所
へ電話・来訪時にお申込みください。

日本年金機構職員等を装った
　　　不審電話にご注意ください！
　全国各地で「日本年金機構」や「社会保険庁」もしくは「厚生労働省」などの職
員と称して、現金を詐取したり、銀行口座番号や家族構成、預貯金額を聞く
など、不審な電話や訪問があった等というお問い合わせが寄せられています。
　また、“年金関係の書類”を配達できないなどと言って、運送会社を名乗り、職業や会社名などの
情報を入手しようとする電話があったというお問い合わせも寄せられています。
　日本年金機構職員及び委託事業者が訪問する際は、必ず写真付身分証明書を携行し、お客様に提
示いたします。
　なお、委託事業者の訪問員が現金をお預かりすることはありません。
　不審な点を感じたら、できるだけ１人で対応せず、相手の名前や所属、用件を聞いて、メモを控
えて家族等に相談してください。怪しいなと感じたら、口座番号等の個人情報を話したり、現金を
支払ったり、振り込みをせずに、お近くの年金事務所または警察へお問い合わせください。

　結婚して 50年、めでたく金婚式を迎えるご夫婦を
表彰します。
　表彰の対象となるご夫婦は、昭和 44年に結婚され
た夫婦もしくは、それ以前に結婚し、表彰を受けてい
ない夫婦となります。
　表彰は自己申告制となりますので、下記により申告
してください。

▶受付期間　令和元年７月 11日（木） まで
▶受付窓口　・玉川村老人クラブ連合会事務局
　　　　　     （玉川村社会福祉協議会内）　☎57－4410
　　　　   　・各地区の老人クラブ会長
　　　　   　・福島民報社または福島民報販売店
　主催：福島県老人クラブ連合会、福島民報社
　後援：福島県、福島県市長会、福島県町村会

しあわせ金婚夫婦表彰

　令和元年度の労働保険の年度更新の
申告期限は7 月 10日です。
　期限までに、最寄りの銀行、郵便局、
労働基準監督署、福島労働局において
手続きされますようお願いいたします。
　労働保険の年度更新は電子申請を、
労働保険料等の納付は口座振替をご利
用ください。

▶問い合わせ先
　福島労働局総務部労働保険徴収室
　☎024－536－4607

事業主の皆さんへ
労働保険の年度更新等の

お知らせ

▶問い合わせ先　郡山年金事務所　☎024－932－3434
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　令和元年６月３日（月）から、石川郡に住民登録している方も『須賀川市窓口』でパスポートの申請、
交付ができます。

拡大された対象住民の方：石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、鏡石町、天栄村
※須賀川市、岩瀬郡、石川郡に通勤または通学している方、住民登録していないが、実際に住んで
いる方は、個別に相談してください。〔追加で必要となる書類がありますので、須賀川市ホームペー
ジ（http://www.city.sukagawa.fukushima.jp）をご確認ください。〕

窓 口 名：須賀川市窓口
住　　所：須賀川市八幡町135番地
　　　　  須賀川市役所庁舎１階
　　　　  生活環境部　市民課窓口係

電話番号：0248－88－9134
受付時間：【申請】８時45分～ 16時
　　　　  【交付】８時45分～ 16時30分
　　　　  ※土曜日・日曜日及び祝日、年末年始を除く

▶問い合わせ先　村住民課　住民係　☎57－4624

あなたはご家族の飲酒問題で悩んでいませんか？

パスポートの申請が須賀川市役所でできます！

アルコール家族教室
　県中・県南保健福祉事務所では、家族の飲酒問題でお悩みの方を対象に家族教室を開催します。日時、場所
及び問い合わせ先は下記のとおりです。まずはお電話ください。

◇対　象：アルコール依存症（あるいはその疑いのある方）の家族
　　　　  ※本人、家族が県中地域（郡山市除く）または県南地域にお住まいの方に限ります。
◇定　員：20名程度　　◇参加料：無料　
◇場　所：福島県県中保健福祉事務所　住所：須賀川市旭町 153－1
◇日時及び内容　事前申込が必要となりますので、お電話ください。

◇申込・問い合わせ先
　福島県県中保健福祉事務所（県中保健所）保健福祉課 障がい者支援チーム　☎0248－75－7811

■連絡先及び受付時間

12
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＜コース＞ ＜入門コース＞（初めて参加される方） ＜一般コース＞（入門コースを受講された方）
時間日次 午後０時30分～１時15分 午後１時30分～４時00分

令和元年
  5月30日（木）

・飲酒行動マップづくり
これまでの経験から、いったい何が飲
酒の引き金になっているのか。飲酒量
を増やしたり、減らしたりする原因は
何か。どこで家族は巻き込まれてしま
うのかを共に確認していきます。

・コミュニティ強化法と家族トレーニング
  （CRAFT）
・家族ミーティング（懇談）
家族自身の生活の質を改善し、大切な人に飲
酒を続けるよりも断酒する方が魅力的である
と理解してもらう手段を身に付けていきます。

  6月27日（木）
  7月18日（木）
  8月22日（木）
  9月19日（木）
10月17日（木）
11月21日（木）
12月19日（木）

12



㈪ ㈮

※本イベントはレースではございません。

※ゴール地点がありません。

※受付後に「推奨コースマップ」はお渡しします
が、あくまでも「ご案内」です。

★乙字ヶ滝公園スタート後、
　　「みちのくサイクリングロード」を巡ります。

「ゆるゆるサイクリング」コースについて「ゆるゆるサイクリング」コースについて

「ゆるゆるサイクリング」諸注意

13



●たまかわっ子子育て支援給付金現況届
　給付金を受けている方は、毎年６月に「現況届」の提出が必要です。この届けは、毎年６月１日（基
準日）における子どもの養育の状況や村税や使用料等の納付状況を確認（未納金があれば支給停止）し、
引き続き受給するための要件を満たしているかどうかを審査するためのものです。

●児童手当・特例給付現況届
　児童手当を受給している方は、毎年「現況届」の提出が必要です。この届けは、前年の所得および
６月１日現在の状況を確認し、６月以降引き続き手当を受給できるかどうか審査するためのものです。

健康福祉課よりお知らせ

現況届の提出を忘れずに！
＊受給中の方へ現況届の用紙を郵送いたします＊

▶問い合わせ窓口　村健康福祉課　社会福祉係　☎57－4623

6月28日までに提出しないと ６月分以降の給付金、手当が
受けられなくなります。

　福島県立テクノアカデミー郡山では、主に企業で働いている方を対象に、業務上必要となる知識・
技術・技能のスキルアップを図る講習会（テクノセミナー）を実施しています。
　テクノセミナーは、電気工事士、溶接、ＣＡＤ、油圧・空圧制御、プログラミングなど多彩な訓練コー
スを準備しています。
　訓練コースの詳細や申込方法等については、本校ホームページ（http://www.tck.ac.jp/) をご覧
ください。

テクノセミナー受講生募集 !!
福島県立テクノアカデミ 郡山では 主に企業で働いている方

テテテテテテテテテテテクククククククククノノノノノノノノノノセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナーーーー受受受受受受受受受講講講講講生生生生生生生生生生募募募募募募募募募集集集集集集集集 !!!!!!!!!!!!テクノセミナー受講生募集 !!

　企業や事業主団体の皆さんからのご相談に応じてカリキュラム内容・日程等を計画し実施す
るセミナーです。テクノセミナーで実施している訓練内容をご要望に応じて設定することがで
きます。また、本校の職員及び設備で対応可能な場合は新たな訓練コースを設定することもで
きますので、お気軽にご相談ください。

実施会場：テクノアカデミー郡山又はお申込みいただいた企業・事業主団体
実施時期：実施内容や訓練に必要となる時間数等と併せてご相談
実施経費：標準時間 12時間で 4,300 円又は 3,100 円
※標準時間を増減した訓練内容となる場合は規定に基づき算定　※テキスト・教材費等については相談のうえ決定

▶問い合わせ先　福島県立テクノアカデミー郡山　☎024－944－1663
　　　　　　　　〒963－8816　福島県郡山市上野山５番地

オーダーメイドセミナーのご案内

乙字ヶ滝活性化整備事業より（５月４日）
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中区敬老会より（４月28日）

監査委員に圓谷信幸さんを選任

　村の監査委員に圓谷信幸さん（川辺）が４月
26日付けで再任され、４月22日に選任書の
交付式が村長室で行わ
れました。
　監査委員は、地方自
治法及び地方公営企業
法に基づき、財務に関
する事務や予算執行等
が適正に行われている
か、監査や検査を行っ
ています。

う
た

ボートピア玉川の売上の一部は
　　　村事業に活用しています！
　本村と施行者との間で締結した行政協定に基
づき、ボートピア玉川における勝舟投票券売上
額の１％に相当する額が、『環境整備協力費』と
して本村に支払われています。
　この環境整備協力費は、教育の充実や村内の
環境整備などに活用されます。

●環境整備協力費の状況（直近５ヵ年）

監査委員に再任された
圓谷信幸さん
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地区名 出生児氏名 保護者名

地区名 死　亡　者 世帯主名

５月１日現在の村のようす

 川　辺 遠 藤 巧
た く ま

真 晃 一

 岩法寺 佐久間　彩
さ

　良
ら

浩 幸

 南須 石 井 結
ゆ

和
わ

友己宜

 四辻新田 須 田 朝
あ さ ひ

陽 博　行

蒜　生 眞　弓　喜代一 喜代一
南須釜 宗 形 幸 子 武　將
山小屋 石 森 敏 春 敏　春

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：４月受領分）

世帯数 2 , 1 2 9 戸 （ － 7 戸）
人　口 6 , 5 5 1 人 （ － 15 人）
　男 3 , 2 5 9 人 （ － 4 人）
　女 3 , 2 9 2 人 （ － 11 人）

（前月比）

おくやみ申し上げます

寄付ありがとうございます

お誕生おめでとうございます （４月届出分）

（４月届出分）

蒜　生 真 弓 喜 夫 様
中 鈴 木 博 樹 様

南須 宗 形 武 將 様
山小屋 石 森 正 敏 様
四辻新田 溝 井 定 男 様

年度 売　上　額 環境整備協力費

30 2,899,546,400円　 28,995,464円

29 2,917,783,800円　 29,177,838円

28 3,148,646,600円　 31,486,466円

27 2,977,002,400円 29,770,024円

26 2,975,900,500円 29,759,005円
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資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

村県民税：第1期

●（休医）・・休日当番医　  　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　 ●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●健た・・健康の駅たまかわ　●村グ・・村民グラウンド　　 ●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫館内整理日

●体育施設定期休場日

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

（休医）とりごえ整形外科
クリニック（石川町）

●いきいき教室
　　　（13：30保セ）

●離乳食教室
　　　 （9：30保セ）
●1歳児バースデー健診
　　　（13：30保セ）

●いきいき教室
　　　（11：00保セ）

●（元）フラダンス教室
　　 　 （9：30就改）

●（元）フットサル教室
　　　 　（19：00体セ）

●（元）フラダンス教室
　　 　 （9：30就改）

●（元）フットサル教室
　　　 　（19：00体セ）

●高齢者学級 野外研修
●玉川村民球技大会

●玉川村民球技大会（予備日）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）レクダンス教室
　　　　 （13：30就改）

●（元）レクダンス教室
　　　　 （13：30就改）

●（元）きっずたいいく教室
　　　　 （15：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
　　　　 （15：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
　　　　 （15：30文体）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

●(元)3Ｂたいそう教室
　　　　  （9:30文体）

●(元)3Ｂたいそう教室
　　　　  （9:30文体）

●（元）プール教室
　  （13：30矢吹温水プール）

●（元）プール教室
　  （13：30矢吹温水プール）

●(元)げんきＵＰ教室
　　　　（13:30文体）

●（元）マキザップ
　　　　（19:00文体）

●（元）マキザップ
　　　　（19:00文体）

●（元）マキザップ
　　　　（19:00文体）

●（元）ヨガ教室
　　　　（19:15文体）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）ヨガ教室
　　　　（19:15文体）

●（元）ラージボール卓球
　　　　　（9：30文体）

●（元）ラージボール卓球
　　　　　（9：30文体）

●(元)げんきＵＰ教室
　　　　（13:30文体）

●（元）ラージボール卓球
　　　　　（9：30文体）

●（元）トレーニング教室
　　　　 （19：00文体）

●（元）トレーニング教室
　　　　 （19：00文体）

●（元）スポーツサロン
　　　（13：00文体他）

●（元）スポーツサロン
　　　（13：00文体他）

（休医）あつうみ内科医院
　　　　  （玉川村）

●県南中体連総合大会1日目 ●県南中体連総合大会2日目 ●県南中体連総合大会3日目 ●県南中体連総合大会予備日

●３～４か月児健診
　（13：30公立岩瀬病院）

●1歳6か月児健診
　　　（13：30保セ）

●3歳児健診
　　　（13：15保セ）

　防災行政無線で放送
した内容が下記の電話
番号からお聞きいただ
けます。
※村ホームページには
放送内容が文字情報と
して掲載されています。

◆防災行政無線の
　放送内容の問い合わせ

☎０２４７－５７－２８１５

粗大ゴミ
申込・収集

申込先
きららクリーンセンター

TEL 26-7500
FAX 26-7800

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
S
N
S
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は

協力隊

HP

≪クイズ≫
写真の苗にあるまるい模様は何でしょう？

玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報紙は環境にやさしいインキを
使用しております。
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